
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ０ 年 １ ２ 月 １ ３ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏楽：千田祥子

黙 祷 一 同

讃 美※ 讃 美 歌 9 5 「 わ が こ こ ろ は 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 讃 美 歌 1 3 0 「 よ ろ こ べ や 」 一 同

教会 学 校 絵 本 「 靴 屋 の マ ル チ ン 」 牧 師

讃 美 讃 美 歌 2 3 9 「 さ ま よ う 人 々 」 一 同

聖書 朗 読 ダニエル7:1-7

奨 励 ダニエル書の福音(第７回) 牧 師

主 題 「救い主の到来」

讃 美 Ⅱ讃美歌136「われ聞けり彼方には」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 讃 美 歌 541「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 ク リ ス マ ス ・ メ ッ セー ジ
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《 今 週 の歩 み 》
12/13(日 )聖 日 礼 拝

/14(月 )
/15(火 )
/16(水 )
/17(木 )10:00聖 研
/18(金 )
/19(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ
/ 20(日 )9:30クリスマス礼拝

《 祈 りの 課 題》
① コロ ナ 禍の 速 やか な 終息 の た めに
② 礼拝 に 来れ な かっ た 人々 の た めに
③ 教会 学 校の 子 供た ち も救 わ れ ます よ うに

良 書 ハイ ラ イ ト 「サンタクロースはどんな人？」

聖 ニ コ ラ ウ ス は 、 サ ン タ ク ロ ー ス の モ デ ル と し て 有 名 で す が 、 実 は 、

謎 に 満 ち た 人 なの です 。 こ れ ほ ど 有 名 であ り な が ら 、 知 ら れ て い る こ と

は 本 当 に 少 な く 、 ま た そ の 生 涯 も 謎 に 満 ち あ ふ れ 、 伝 説 だ け が 有 名 と

な っ て いま す 。

聖 ニ コ ラ ウ ス は 、 紀 元 27 1年 （ 280年 説 も あ り ま す ） か ら 、 34 2年 か 343

年 の 1 2月 ６ 日 ま で 生 き て い た と さ れ 、 現 在 の ト ル コ の デ ム レ 、 か つ て

の ギ リ シ ャ 人 の 街 ミュラの司教であり 、 東方教会では有名な聖者でし た 。

ニ コ ラ ウ ス （ N i co l au s ） は 勝 利 を 意 味 す る 「 N ico s」 と 民 衆 を 意 味 す

る 「 l a o s 」 に 由 来 、 ま た 、 光 輝 を 意 味 す る 「 N i t o r 」 と 「 l a os」 の 民 衆

と も関係しているとも言われ、民衆の勝利、または光輝を意味していま す。

人 々 を 輝 く 光 で浄 化 し 、 民 衆 に 降 り か か る あ ら ゆ る 悪 を 取 り 除 く 力 を

持 つ 、 も っ と も 大 衆 的 な 聖 人 で し た 。 そ し て 、 様 々 な 奇 跡 を 起 こ し 、 不

幸 な 人 々 を 救 っ た こ と か ら 、 子 供 、 乙 女 、 船 乗 り 、 学 生 、 パ ン 職 人 、 肉 屋

の守護聖人 と し て人気があ り ます 。

死 後 、 遺 体 は 、 ミ ュ ラ の 街 に 埋葬 さ れ ま し た が 、 後 に ト ル コ 人 達 に よ っ

て 墓 は 破 壊 さ れ ま し た 。 し か し 、 イ タ リ ア の バ ー リ ー か ら 熱 心 な 信 者 の

騎士 が 訪れ 、 聖 骨 を バー リ ー に 持 ち 帰 っ た の で す 。 そ の バー リ ー か ら 分

骨されて 、 フ ラ ン ス のサ ン ・ ニ コ ラ ・ ポ ー ル 教会が出来 ま し た 。

さ て 、 そ の 聖 ニ コ ラ ウ ス は 、 生 ま れ な が ら に 裕 福 な 家 に 生 ま れ 、 幼 い

頃 か ら 、 教 会 、 宗 教 者 に あ こ が れ 、 大 き く な っ た ら 、 必 ず 、 自 分 の 受 け

継 い だ 遺 産 で 、 不 幸 な 人 々 を 救 お う と 決 心 し て い ま し た 。 そ の 幼 い 決
心 を 大 き く な っ て も 変 え る こ と な く 、 ニ コ ラ ウ ス は 、 や が て 聖 人 と し
て 認 め ら れ 、 彼 が 不 幸 な 人 々 を 救 う た め に 行 っ た 行 為 が 、 伝 説 と な り 、
そ れ ら 、 聖 ニ コ ラ ウ ス が 貧 し い 人 々 に も た ら し た数々の奇跡 、贈り物が、
今のサンタクロースの元となっているのです 。


